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総
会
は
笑
い
の
渦
で
始
ま
っ
た
。
司
会
者
が
「
で

は
閉
会
の
言
葉
を
」
と
。
開
会
を
閉
会
と
言
い
間
違

え
た
だ
け
な
の
だ
が
、
こ
れ
で
や
や
緊
張
気
味
だ
っ
た

座
の
雰
囲
気
が
一
気
に
和
ら
い
だ
。
佐
怒
賀
正
美
副

会
長
の
「
開
会
の
言
葉
」
に
続
き
、
山
本
敏
倖
会
長

の
挨
拶
。
話
は
や
は
り
二
ヶ
月
後
に
控
え
た
「
創
立

40
周
年
記
念
大
会
」
の
こ
と
。
来
賓
に
は
大
本
尚
神

奈
川
県
現
代
俳
句
協
会
副
会
長
、
羽
村
美
和
子
千
葉

県
現
代
俳
句
協
会
幹
事
長
の
臨
席
を
賜
っ
た
。
参
加

者
45
名
。

　

総
会
が
開
会
さ
れ
る
に
当
た
り
、
議
長
に
加
藤
右

馬
氏
、
副
議
長
に
見
目
千
絵
氏
が
司
会
の
今
野
龍
二

幹
事
長
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
総
会
の
議
事
に
入
っ
た
。

　
第
一
議
案　

令
和
４
年
度
事
業
報
告

　

第
二
議
案　

令
和
４
年
度
収
支
報
告

　
　
　

会
計
監
査
報
告

　

第
三
議
案　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
案

　

第
四
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
予
算
案

　

第
五
議
案　

通
信
部
の
設
立
に
つ
い
て

　

第
六
議
案　

役
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

第
一・
三
議
案
は
長
谷
川
は
る
か
総
務
部
長
、
第

二・四
議
案
は
石
口
榮
会
計
部
長
か
ら
、
会
計
監
査
の

報
告
は
青
木
栄
子
監
査
役
か
ら
、
第
五・
六
議
案
は

会
長
よ
り
報
告
さ
れ
、役
員
の
推
薦
で
は
、加
藤
右
馬

氏
、
見
目
千
絵
氏
、山
中
裕
子
氏
が
新
役
員
に
。
そ
し

て
今
村
た
か
し
氏
が
副
幹
事
長
よ
り
会
計
監
査
に
異

動
。
ま
た
石
垣
久
良
氏
、佐
々
木
い
つ
き
氏
の
退
任
も

報
告
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
の
末
、い
ず
れ
の
議
案
も
満

場
の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、議
案
に
引
き

続
き
、
創
立
40
周
年
記
念
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

幹
事
長
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
た
。
小
髙
沙
羅
副
会
長

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

令
和
五
年
度
　
定
時
総
会

　
令
和
五
年
三
月
十
二
日
（
日
）

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
会
報
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山本敏倖東京都
区現代俳句協会
会長

大本尚神奈川県
現代俳句協会
副会長

羽村美和子
千葉県現代俳句
協会幹事長

加藤右馬議長

見目千絵副議長

の
「
閉
会
の
言
葉
」
で
無
事
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
休
憩
を
経
て
、お
楽
し
み
の「
一
句
持
ち
寄
り
句
会
」

が
総
務
部
長
の
司
会
で
開
会
。
川
崎
果
連
幹
事
、
石

口
り
ん
ご
幹
事
に
よ
る
披
講
。
句
会
の
点
盛
り
の
間
、

松
澤
雅
世
常
任
顧
問
に
よ
る「
創
立
40
周
年
の
昔
語

り
」と
題
さ
れ
た
講
話
。
都
区
協
発
足
当
時
の
生
の
話
。

現
在
第
1
9
4
号
を
発
行
し
て
い
る
会
報
の
第
1
号

の
コ
ピ
ー
も
い
た
だ
き
、
発
行
人
倉
橋
羊
村
の
名
前

に
歴
史
を
思
い
、ま
た
、当
時
は
「
現
代
俳
句
協
会
東

京
都
区
協
議
会
」で
あ
っ
た
こ
と
も
、
ち
ょ
う
ど
協
会

が
法
人
化
さ
れ
る
今
、
感
慨
も
一
入
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
栗
原
か
つ
代
事
業
部
長
に
よ
る
成
績
発
表
に
歓
声
。

　

い
よ
い
よ
場
所
を
階
下
の
精
養
軒
に
移
し
て
の
懇

親
会
へ
と
。
昨
年
は
開
催
で
き
な
か
っ
た
、
ま
た
一

昨
年
は
総
会
そ
の
も
の
が
紙
上
と
な
り
で
き
な
か
っ

た
懇
親
会
が
久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
司
会
は
中

内
火
星
広
報
部
長
。
ま
ず
は
幹
事
長
に
よ
る
開
会
宣

言
。
そ
し
て
、
急
用
の
た
め
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
中

村
和
弘
都
区
協
顧
問
に
代
わ
り
、
急
遽
、
持
ち
寄
り

句
会
で
好
成
績
だ
っ
た
広
田
輝
子
幹
事
に
よ
り
乾
杯

の
発
声
。
ゆ
っ
く
り
歓
談
し
た
後
、
参
加
者
の
半
数

以
上
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ク
を
持
ち
、
簡
単
な
挨
拶
、

あ
る
い
は
自
己
紹
介
、
歌
も
あ
り
の
楽
し
い
二
時
間

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
瀬
藤
芳
郎
企
画
部
長
に
よ
る
「
閉

会
宣
言
」
で
シ
メ
。

【
一
句
持
ち
寄
り
句
会
】

〈
特
別
選
者
特
選
句
〉

　
　
山
本
敏
倖
都
区
協
会
長
特
選

言
問
の
春
風
魂
魄
乗
せ
た
が
る	

	

羽
村
美
和
子

　
　
大
本
尚
神
奈
川
県
現
俳
協
副
会
長
特
選

発
見
の
ま
だ
あ
る
八
十
路
青
き
踏
む	

	

広
田　
輝
子

　
　
羽
村
美
和
子
千
葉
県
現
俳
協
幹
事
長
特
選

仲
見
世
の
春
望
の
色
メ
ロ
ン
パ
ン	

	

高
橋　
透
水

　
　
松
澤
雅
世
常
任
顧
問
特
選

ち
ぎ
り
絵
の
一ひ
と
つ片
が
消
え
て
蝶
生
る	

	

山
本　
敏
倖

　
　
小
髙
沙
羅
副
会
長
特
選

お
ふ
く
ろ
と
呼
ぶ
子
が
ひ
と
り
春
夕
焼		
山
﨑　
百
花

　
　
今
野
龍
二
幹
事
長
特
選

永
き
日
の
古
き
手
帳
の
文
字
を
消
す	

	

見
目　
千
絵

　
　
今
村
た
か
し
副
幹
事
長
特
選

地
の
塩
と
な
ら
む
濁
世
の
梅
真
白	

	

大
本　
尚　

　
　
松
田
ひ
ろ
む
顧
問
特
選

す
み
れ
た
ん
ぽ
ぽ
戦
場
の
猫
車	

	

青
木　
栄
子

　
　
栗
原
節
子
顧
問
特
選

発
見
の
ま
だ
あ
る
八
十
路
青
き
踏
む	

	

広
田　
輝
子

　
　
青
木
栄
子
監
査
特
選

発
見
の
ま
だ
あ
る
八
十
路
青
き
踏
む	

	

広
田　
輝
子

　
　
ダ
イ
ゴ
鉄
哉
監
査
特
選

発
見
の
ま
だ
あ
る
八
十
路
青
き
踏
む	

	

広
田　
輝
子

　
　
加
藤
右
馬
議
長
特
選

山
で
も
な
し
平
地
で
も
な
し
遍
路
道	

	

上
野　
英
一

　
　
見
目
千
絵
副
議
長
特
選

飴
細
工
蛙
の
恋
に
目
を
入
れ
て	

	

松
田
ひ
ろ
む

〈
参
加
作
品
〉 

互
選
高
点
二
十
句
・
以
下
順
不
同

1
ち
ぎ
り
絵
の
一ひ
と
つ片
が
消
え
て
蝶
生
る	�

山
本　
敏
倖

2
行
き
先
の
切
符
な
ど
な
く
目
借
時	

�

上
野　
貴
子

3
春
風
の
少
女
象
形
文
字
の
よ
う	

�

石
口
り
ん
ご

4
発
見
の
ま
だ
あ
る
八
十
路
青
き
踏
む	�

広
田　
輝
子
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開会前には幹事たちによる準備が行われた。

東京都区現代俳句協会
40周年
記念句集
完成

頒価4000円（送料別）
参加された方には一冊がお手元に。
また、二冊目以降所望される方には
3000円（送料別）でお頒けいたします。
申込み先：今野龍二
〒121-0813足立区竹の塚1-28-17
TEL. 090－4414－1042

5
雛
壇
の
影
に
母
性
と
い
ふ
重
荷	

�

西
本　
明
未

6
菜
の
花
の
高
さ
で
風
に
な
る
と
こ
ろ	�

中
内　
火
星

7
木
々
芽
吹
く
マ
ス
ク
自
由
と
い
わ
れ
て
も

	

江
原　
玲
子

8
青
き
踏
む
フ
リ
ー
サ
イ
ズ
の
服
を
着
て

	

石
口　
榮　

9
花
守
の
花
を
見
て
い
る
花
の
黙	

�

今
野　
龍
二

10
深
み
ゆ
く
野
球
の
春
に
胡
椒
挽
く	

�
櫻
木
美
保
子

11
春
光
を
も
て
余
し
あ
ら
フ
ラ
ン
ス
座	
栗
原
か
つ
代

12
飴
細
工
蛙
の
恋
に
目
を
入
れ
て	

�
松
田
ひ
ろ
む

13
仲
見
世
の
春
望
の
色
メ
ロ
ン
パ
ン	

�

高
橋　
透
水

14
戦
争
を
せ
ぬ
た
め
の
基
地
い
ぬ
ふ
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
は
る
か

15
す
み
れ
た
ん
ぽ
ぽ
戦
場
の
猫
車	
�

青
木　
栄
子

16
春
の
夢
ぱ
ん
ぱ
ん
詰
め
て
大
提
灯	

�

今
村
た
か
し

17
海
を
見
て
左
脳
に
残
る
春
愁
い	

�

蓮
尾　
碩
才

18
永
き
日
の
古
き
手
帳
の
文
字
を
消
す

	

見
目　
千
絵

19
い
ち
に
ち
が
普
通
に
過
ぎ
て
春
の
月

	

栗
原　
節
子

20
地
の
塩
と
な
ら
む
濁
世
の
梅
真
白	

�

大
本　
尚　

お
ふ
く
ろ
と
呼
ぶ
子
が
ひ
と
り
春
夕
焼	�

山
﨑　
百
花

ト
ル
コ
へ
の
募
金
の
子
等
へ
桜
東
風	

�

鈴
木　
光
子

浅
草
の
人
な
つ
っ
こ
い
す
ず
め
の
子	

�

小
髙　
沙
羅

梅
一
輪
記
憶
に
生
き
る
母
一
人	

�

山
中　
裕
子

仲
見
世
の
春
助
六
に
す
れ
ち
が
う	

�

北
村
眞
貴
子

ワ
ス
レ
テ
モ
ワ
ス
レ
ナ
ク
テ
モ
ス
ミ
レ
サ
ク

	

川
崎　
果
連

焼
鮎
の
骨
抜
く
技
を
競
い
合
う	

�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

折
り
紙
の
小
舟
こ
ろ
が
り
春
萌
ゆ
る	

�

伊
藤
左
知
子

山
で
も
な
し
平
地
で
も
な
し
遍
路
道	

�

上
野　
英
一

言
問
の
春
風
魂
魄
乗
せ
た
が
る	

�

羽
村
美
和
子

雁
帰
る
丸
く
大
空
ひ
と
抱
え	

�
西
山
夫
美
子

絶
対
に
あ
あ
は
な
る
ま
い
猫
柳	

�
加
藤　
右
馬

ど
の
物
語
転
が
そ
か
萬
愚
節	

�

瀬
藤　
芳
郎

青
い
龍
眠
ら
せ
て
い
る
春
の
沖	

�

桑
田　
真
琴

装
丁
の
思
案
の
さ
な
か
春
の
地
震	

�

大
橋　
愛
子

迂
回
す
る
人
生
航
路
花
菜
風	

�

宮
川　
夏　

ス
ヌ
ー
ピ
ー
屋
根
に
寝
そ
べ
る
日
永
か
な

	

讃
岐　
幸
江

春
め
く
や
お
っ
と
り
刀
の
ナ
ノ
粒
子	

�

榎
並　
恵
那

狛
犬
の
見
透
か
す
抱
負
春
う
ら
ら	

�

五
十
嵐
秀
山

は
ず
す
べ
く
真
砂
女
の
指
輪
紫
木
蓮	

�

磯
部　
薫
子

プ
ー
チ
ン
の
自
説
撤
回
春
の
夢	

�

山
口　
紀
子

悔
し
さ
に
愛
想
つ
き
て
春
落
葉	

�

大
山
実
知
子

春
の
波
奥
底
い
ま
も
揺
る
が
る
れ	

�

松
澤　
雅
世

春
光
を
あ
ま
ね
く
凝
ら
し
潮
だ
ま
り	

�

豊
島
月
舟
斎

家
仕
事
ハ
ケ
置
き
夏
風
を
楽
し
む	

�

吉
村　
治
夫
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都
内
で
も
朝
冷
え
が
聞
か
れ
た
が
、
初
冬
の
天
候

に
め
ぐ
ま
れ
た
吟
行
日
和
と
な
り
、
朝
10
時
に
杉
並

区
に
あ
る
蚕
糸
の
森
公
園
に
集
合
し
た
。
も
と
も
と

蚕
糸
試
験
場
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
正
門
に
ち
か
い
と

こ
ろ
に
枝
垂
れ
桑
が
残
っ
て
い
た
。

　

ガ
イ
ド
の
説
明
を
耳
に
蚕
糸
試
験
場
の
史
跡
を
辿

り
な
が
ら
、
次
の
目
的
地
の
蓮
光
寺
へ
。
蓮
光
寺
は

イ
ン
ド
独
立
の
運
動
に
活
躍
し
た
一
人
で
あ
る
チ
ャ
ン

ド
ラ
ボ
ー
ス
に
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
ボ
ー
ス

の
銅
像
を
拝
し
句
会
場
へ
。
30
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
ガ
イ
ド
と
講
演
は
N
P
O
法
人
す
ぎ
な
み

学
び
の
学
園
理
事
で
あ
る
岩
石
隆
光
（
む
そ
む
）
氏

に
お
願
い
し
た
。

（
高
橋
透
水
記
）

《
特
別
選
者
・
特
選
句
》

　
　
山
本
敏
倖
都
区
協
会
長
特
選

雲
に
も
ぐ
り
尻
を
浮
か
せ
る
冬
の
鴨	

	

櫻
木
美
保
子

　
　
今
野
龍
二
都
区
協
幹
事
長
特
選

メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
恋
と
な
り
落
葉
舞
う		

高
橋　
透
水

　
　
長
谷
川
は
る
か
都
区
協
総
務
部
長
特
選

天
竺
へ
戻
れ
ぬ
遺
灰
花
ひ
ら
ぎ　
　

	
	

栗
原
か
つ
代

　
　
石
口
榮
都
区
協
会
計
部
長
特
選

雲
に
も
ぐ
り
尻
を
浮
か
せ
る
冬
の
鴨	

	

櫻
木
美
保
子

　
　
松
田
ひ
ろ
む
都
区
協
顧
問
特
選

落
葉
踏
む
他
人
の
よ
う
な
土
踏
ま
ず	

	

石
口　
榮　

　
　
中
内
火
星
C
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
特
選

旗
を
振
る
高
橋
透
水
冬
帽
子	

	

青
木　
栄
子

　
　
高
橋
透
水
C
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
特
選

旗
を
振
る
高
橋
透
水
冬
帽
子	

	

青
木　
栄
子

　
　
磯
部
薫
子
C
ブ
ロ
ッ
ク
副
事
務
局
長
特
選

き
ぬ
擦
れ
の
音
か
と
落
ち
葉
踏
み
し
め
る		

上
野　
貴
子

《
参
加
作
品
》　
（
高
点
十
五
句
）

１
天
竺
へ
戻
れ
ぬ
遺
灰
花
ひ
ら
ぎ	

	
栗
原
か
つ
代

２
落
葉
踏
む
他
人
の
よ
う
な
土
踏
ま
ず		
石
口　
榮　

３
旗
を
振
る
高
橋
透
水
冬
帽
子	

	

青
木　
栄
子

４
帰
り
花
盛
ん
我
ら
は
老
年
時
代	

	

櫻
木
美
保
子

５
蚕
糸
な
る
遙
か
な
言
葉
銀
杏
散
る	

	

広
田　
輝
子

６
落
葉
踏
む
十
五
セ
ン
チ
の
園
児
靴	

	

石
口
り
ん
ご

７
欲
い
ま
だ
助
走
中
な
り
冬
紅
葉	

	

江
原　
玲
子

８
柊
の
咲
く
や
煉
瓦
は
ド
イ
ツ
積
み	

	

白
石　
正
人

９
桑
枯
る
る
蚕
糸
の
森
の
ひ
と
す
み
に		

有
馬　
歌
子

10
木
枯
一
号
枯
れ
色
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し		

榎
並　
恵
那

11
黄
落
や
見
え
な
い
鯉
の
渦
ひ
と
つ	

	

山
本　
敏
倖

12
き
ぬ
擦
れ
の
音
か
と
落
ち
葉
踏
み
し
め
る

	

上
野　
貴
子

13
赤
と
黄
の
混
声
を
踏
む
落
葉
道	

	

高
橋　
透
水

14
冬
蝶
や
ボ
ー
ス
に
問
は
む
イ
ン
パ
ー
ル

	

川
崎　
果
連

15
小
春
日
や
少
女
の
像
の
空
に
向
く	

	

大
山
実
知
子

《
以
下
順
不
同
》

バ
ス
に
乗
り
落
葉
一
枚
遠
出
す
る	

	

大
橋　
愛
子

純
情
商
店
街
帰
り
寄
ろ
う
か
冬
う
ら
ら		

赤
澤　
敬
子

紅
葉
山
午
後
の
日
差
し
を
こ
ろ
が
し
て		

今
野　
龍
二

冬
の
滝
小
学
校
に
声
湧
い
て	

	

松
田
ひ
ろ
む

杉
並
の
子
等
を
育
て
る
紅
葉
風	

	

宮
川　
夏　

枯
滝
に
吹
き
溜
ま
り
を
り
世
の
芥	

長
谷
川
は
る
か

保
育
士
の
熱
き
思
い
や
冬
紅
葉	

	

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

涸
れ
滝
に
横
切
る
も
の
の
あ
り
に
け
り	

磯
部　
薫
子

都
区
協
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
吟
行
会　
報
告

　
吟
行
地
　
　
す
ぎ
な
み
蚕
糸
の
森
公
園
と
蓮
光
寺

　
令
和
四
年
十
一
月
十
四
日（
月
）　
於
・
高
円
寺
中
央
会
議
室
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橋
架
け
ぬ
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
冬
帽
子

	

五
十
嵐
秀
山

ボ
ー
ス
の
像
イ
ン
ド
の
冬
を
開
き
し
と		

山
﨑　
百
花

冬
紅
葉
絹
の
つ
や
め
き
過
去
未
来	

	

岩
石
む
そ
む

秋
深
し
偏
食
の
虫
ゐ
て
を
か
し	

	

瀬
藤　
芳
郎

ひ
と
く
ち
に
ツ
バ
キ
ま
た
の
名
を
サ
ザ
ン
カ

	

中
内　
火
星

枝
垂
れ
桑
蚕
糸
の
森
に
踏
む
落
葉	
	

長
尾　
幸
子

お
い
お
ま
え
届
か
ぬ
鴨
に
子
は
伸
び
て		

見
目　
千
絵

（
以
上
）

　

暖
か
い
日
が
続
い
た
か
と
思
え
ば
ま
た
寒
く
な
る

と
い
う
ま
こ
と
に
天
候
不
順
の
中
、
風
は
冷
た
か
っ
た

も
の
の
梅
日
和
と
も
言
え
る
程
の
陽
気
。
昨
年
七
月

に
予
定
し
て
い
た
吟
行
が
コ
ロ
ナ
で
流
れ
、
や
っ
と
こ

の
日
を
迎
え
た
。

　
四
十
三
名
の
参
加
者
を
得
て
一
同
大
張
り
切
り
。

　

伊
東
深
水
ゆ
か
り
の
梅
園
、
日
蓮
上
人
終
焉
の
地

本
門
寺
と
俳
人
に
は
句
材
豊
富
。
名
句
続
出
の
嬉
し

い
一
日
だ
っ
た
。

　
講
話
は
「
鷗
座
」
代
表
の
松
田
ひ
ろ
む
先
生
。

　
「
梅
に
ウ
グ
イ
ス
の
秘
密
・
鶯
色
の
秘
密
」。
現

代
で
は
鶯
色
と
言
え
ば
黄
緑
色
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、

こ
れ
は
ウ
グ
イ
ス
の
色
で
は
な
く
メ
ジ
ロ
の
色
。
本
当

の
ウ
グ
イ
ス
は
灰
色
が
か
っ
た
緑
褐
色
。
で
は
な
ぜ
こ

の
様
な
間
違
い
が
生
じ
た
の
か
。

　

江
戸
時
代
と
今
の
生
活
様
式
か
ら
く
る
勘
違
い
な

の
で
は
な
い
か
。
現
代
と
は
違
い
江
戸
時
代
に
は
ウ

グ
イ
ス
も
メ
ジ
ロ
も
飼
い
鳥
と
し
て
身
近
な
も
の
だ
っ

た
。
江
戸
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
を
風
俗
、
絵
画
、

先
達
の
俳
句
な
ど
を
踏
ま
え
て
の
、
目
か
ら
鱗
の
内

容
の
濃
い
時
間
を
頂
い
た
。

《
特
別
選
者
・
特
選
句
》

　
　
山
本
敏
倖
会
長
特
選

香
で
わ
か
る
一
枝
千
の
梅
の
花	

	

中
内　
火
星

　
　
小
髙
沙
羅
副
会
長
特
選　
　
　

あ
の
時
も
梅
あ
の
時
も
梅
満
開	

	
大
橋　
愛
子

　
　
松
田
ひ
ろ
む
顧
問
特
選

盆
梅
や
入
園
切
符
の
窓
か
ら
手	

	

讃
岐　
幸
江

　
　
今
野
龍
二
幹
事
長
特
選

あ
の
時
も
梅
あ
の
時
も
梅
満
開	

	

大
橋　
愛
子

　
　
今
村
た
か
し
副
幹
事
長
特
選

蛇
穴
を
出
て
広
す
ぎ
る
本
門
寺	

	

石
口　
栄　

　
　
長
谷
川
は
る
か
総
務
部
長
特
選

龍
の
目
に
我
が
煩
悩
は
春
の
塵	

	

宮
川　
夏　

　
　
石
口
榮
会
計
部
長
特
選

紅
梅
の
遠
く
深
空
を
奪
い
あ
う	

	

磯
部　
薫
子

　
　
中
内
火
星
広
報
部
長
特
選

新
設
の
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
梅
真
白		

石
井　
誠
子

　
　
栗
原
か
つ
代
事
業
部
長
特
選

や
っ
か
い
な
自
尊
心
な
り
梅
真
白	

	

江
原　
玲
子

　
　
瀬
藤
芳
郎
企
画
部
長
特
選

園
児
ら
の
ほ
っ
ほ
っ
ほ
け
き
ょ
春
の
風		

高
矢　
実
來

　
　
宮
川
夏
組
織
部
長
特
選

日
蓮
の
半
眼
闇
に
春
を
待
つ	

	

豊
島
月
舟
斎

　
　
磯
部
薫
子
研
修
部
長
特
選

飛
び
石
の
い
く
つ
五
つ
や
座
論
梅	

	

増
田　
萌
子

《
参
加
作
品
》

１
蛇
穴
を
出
て
広
す
ぎ
る
本
門
寺	

	

石
口　
栄　

２
百
歳
ま
で
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
臥
竜
梅　

	

小
髙　
沙
羅

B
ブ
ロ
ッ
ク
吟
行
会
〈
池
上
梅
園
と
本
門
寺
〉

令
和
五
年
二
月
二
十
一
日（
火
）



― 6 ―

３
た
だ
「
ウ
メ
」
と
書
か
れ
し
古
木
冴
え
返
る

	

広
田　
輝
子

４
白
梅
や
飛
ん
で
逢
ひ
た
き
人
ひ
と
り		

山
﨑　
百
花

５
コ
ロ
ナ
禍
へ
空
手
チ
ョ
ッ
プ
だ
春
な
ん
だ石

口
り
ん
ご

６
龍
の
目
に
我
が
煩
悩
は
春
の
塵	

	

宮
川　
夏　

７
や
っ
か
い
な
自
尊
心
な
り
梅
真
白	

	

江
原　
玲
子

８
座
論
梅
命
み
じ
か
し
恋
せ
よ
と	

	

栗
原
か
つ
代

９
園
児
ら
の
ほ
っ
ほ
っ
ほ
け
き
ょ
春
の
風	
高
矢　
実
來

10
脇
役
の
そ
の
一
そ
の
二
名
草
の
芽	

	
青
木　
栄
子

11
盆
梅
や
入
園
切
符
の
窓
か
ら
手	

	

讃
岐　
幸
江

12
あ
の
時
も
梅
あ
の
時
も
梅
満
開	

	

大
橋　
愛
子

13
水
は
い
ま
如
月
の
木
を
登
ら
ん
と	

	

町
野　
敦
子

14
春
寒
や
僕
も
タ
イ
ツ
の
力
道
山	

	

前
田　
友
彦

15
日
蓮
の
半
眼
闇
に
春
を
待
つ	

	

豊
島
月
舟
斎

16
天
と
地
を
む
す
ぶ
雪
吊
り
百
の
縄	
	

石
田　
弥
生

17
た
だ
座
る
春
の
い
ぶ
き
の
只
中
に	
	

瀬
藤　
芳
郎

18
日
溜
り
の
親
し
さ
あ
つ
め
座
論
梅	

	

垂
井　
道
夫

19
ゆ
っ
く
り
と
も
の
言
う
も
の
に
梅
の
花

	

櫻
井　
了
子

20
戻
り
寒
「
未
完
の
龍
」
の
青
に
聞
く		

見
目　
千
絵

　
梅
の
香
の
遠
近
を
聞
く
仁
王
門	

	

山
本　
敏
倖

　
煩
悩
は
即
菩
提
か
な
枝
垂
れ
梅	

松
田
ひ
ろ
む

　
梅
咲
い
て
心
許
な
き
ご
ま
お
は
ぎ	

	

今
野　
龍
二

　
腕
を
組
む
力
道
山
に
涅
槃
西
風	

今
村
た
か
し

　
白
梅
の
ひ
と
ひ
ら
ず
つ
を
聞
い
て
い
る	

櫻
木
美
保
子

　
新
設
の
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
梅
真
白

	

石
井　
誠
子

　
紅
梅
の
遠
く
深
空
を
奪
い
あ
う	

	

磯
部　
薫
子

　
眼
の
な
か
に
紅
梅
咲
か
せ
恋
を
識
る		

高
橋　
透
水

　
題
目
の
髭
文
字
撫
で
て
梅
の
風	

	

安
藤　
草
太

　
水
琴
窟
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
か
し
ら
木
の
根
開
く

	

増
田　
萌
子

　
杖
を
つ
く
梅
見
疲
れ
の
右
の
甲	

	

森
銅　
昭
夫

　
池
上
の
紅
白
枝
垂
天
を
衝
き	

	

神
田　
千
風

　
雪
吊
の
奏
で
る
今
日
の
梅
日
和	

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

　
妙
法
の
読
経
に
揺
る
る
枝
垂
梅	

	

湯
澤
喜
久
雄

　
出
迎
え
る
梅
の
白
さ
や
本
門
寺	

	

山
中　
裕
子

　
梅
ケ
香
や
飛
梅
と
な
り
西
へ
行
く	

	

見
岡　
ゆ
み

　
凍
返
る
思
は
ず
手
摺
よ
り
離
れ	

	

白
石　
正
人

　
白
梅
の
茅
舎
の
黙
に
問
い
か
け
ぬ	

	

五
十
嵐
秀
山

　
南
無
妙
法
塔
婆
鳴
ら
し
て
春
北
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
谷
川
は
る
か

　
香
で
わ
か
る
一
枝
千
の
梅
の
花	

	

中
内　
火
星

　
参
道
の
甘
味
処
や
梅
三
分	

	

榎
並　
恵
那

　
枝
垂
梅
元
気
な
風
に
負
け
ま
じ
と	

	
上
野　
英
一

　
よ
み
が
へ
り
し
焦
土
の
寺
や
福
寿
草		
川
崎　
果
連

（
青
木
栄
子
記
）

春
の
吟
行
＆
通
信
句
会
の
ご
案
内

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
を
。

実
施
日　

令
和
五
年
六
月
十
四
日︵
水
︶

吟
行
場
所　

神
楽
坂
周
辺
（
受
付
後
、
自
由
吟
行
）

《
見
ど
こ
ろ
》
大
老
（
酒
井
忠
勝
）
の
登
城
道
が
現
在

の
「
神
楽
坂
通
り
」
の
原
型
。
明
治
以
降
、
沿
道
は
武

家
屋
敷
か
ら
有
数
の
花
柳
界
の
あ
る
盛
り
場
へ
。
江
戸

の
名
残
の
史
跡
や
商
店
が
軒
を
連
ね
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
。
坂
に
は
華
や
い
だ
空
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

集　
　

合　

午
前
十
一
時
。
地
下
鉄
東
西
線

　

神
楽
坂
駅
１
番
出
口
改
札
︵
飯
田
橋
寄
り
︶

参
加
申
込　
事
務
局
宛　
葉
書
・
F
A
X

　
　
　
　
　

 

参
加
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
明
記

会　
　

費　
千
円
（
通
信
費
・
賞
品
代
）

申
込
締
切　
六
月
十
三
日︵
火
︶

投　
　

句　
嘱
目
２
句

出
句
締
切　
六
月
二
十
七
日︵
火
︶
必
着

　
事
務
局
宛　
葉
書
・
F
A
X
で

選　
　

句　
後
日
、
作
品
集
を
送
付
し
、
選
句
し
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。
互
選
、
特
別
選
者
選
に
よ
り
、
入

　
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

顕　
　

彰　
都
区
協
会
報
に
結
果
を
発
表
し
、入
賞
者

　
に
賞
品
を
送
付
し
ま
す
。

事
務
局　
企
画
部　
瀬
藤
芳
郎

〒
１
７
７ｰ

０
０
５
１�

練
馬
区
関
町
北
４ｰ

１
６ｰ

４
５

　
☎
・
F
A
X 

０
３ｰ

３
９
２
９ｰ

５
８
８
３
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東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
基
金

　
募
集
の
お
願
い

　

令
和
五
年
五
月
二
十
七
日
に
記
念
俳
句
大

会
並
び
に
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
左
記
の
通
り
基
金
募
集
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
口�

一
〇
〇
〇
円（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

�

記
念
大
会
実
行
委
員
長　

山
本　

敏
倖

◆　

◆　

◆

振
込
番
号

　
０
０
１
１
０
・
５
・
５
３
９
６
１
９

加
入
者
名　
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

　
＊�

同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
使
用
願
い
ま
す
。

　
＊�

ネ
ッ
ト
振
込
み
利
用
可
。　

　

�

郵
便
振
替
払
込
受
領
証
に
て
領
収
書
に
代

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

基
金
担
当　
　

石
口　
　

榮

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
基
金
寄
付
者
芳
名

（
令
和
五
年
二
月
末
日
分
ま
で
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

ご
支
援
ご
協
力
を
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

五
十
口　

青
木　

栄
子

三
十
口　

山
本　

敏
倖　

松
澤　

雅
世　

松
田　

抱
空

二
十
口　

松
田　

抱
空　

栗
原　

節
子　

今
野　

龍
二

十
口　
　

石
口　
　

榮  

長
谷
川
は
る
か  

西
本　

明
未 

　
　
　
　

対
馬　

康
子　

小
髙　

沙
羅　

林　
　

暁
兵

　
　
　
　

赤
澤　

敬
子　

高
橋　

透
水　

櫻
木
美
保
子

　
　
　
　

中
本　

勝
美　

小
檜
山
繁
子　

加
茂　

一
行

　
　
　
　

池
田　

澄
子　

西
本　

明
未　

佐
怒
賀
正
美

　
　
　
　

広
田　

輝
子　

阿
部　

晶
子　

な
か
す
ぎ
会

　
　
　
　

匿
名

五
口　
　

石
口
り
ん
ご　

北
村
眞
貴
子　

松
田
ひ
ろ
む

　
　
　
　

白
石
み
ず
き　

次
山　

和
子　

佐
藤　

洋
子

　
　
　
　

相
沢　

幹
代　

川
崎　

果
連　

小
平　
　

湖

　
　
　
　

石
綿　

久
子　

鋤
柄　

杉
太　

瀬
藤　

芳
郎

　
　
　
　

讃
岐　

幸
江　

坂
本　

君
江　

今
村
た
か
し

　
　
　
　

鋤
柄　

杉
太　

鍬
守　

裕
子　

木
村　

順
子

　
　
　
　

長
尾　

幸
子　

宮
原　

光
女　

花
田　

由
子

　
　
　
　

大
勝
す
み
子　

石
川
登
志
子　

上
野　

英
一

　
　
　
　

佐
々
木
い
つ
き  

山
口　

紀
子  

佐
竹
い
さ
お

　
　
　
　

関
根　

誠
子　

戸
栗　
　

愛　

上
野　

貴
子

　
　
　
　

大
里　

卓
司　

山
﨑　

百
花

四
口　
　

斎
藤　
　

藍　

大
山
実
知
子　

匿
名

三
口　
　

伊
藤
二
三
子　

栗
原
か
つ
代　

大
橋　

愛
子

　
　
　
　

渡
部　

愛
子　

磯
部　

薫
子　

石
川　

貞
夫

　
　
　
　

早
瀬　

恵
子　

栗
原
か
つ
代　

江
原　

玲
子

　
　
　
　

鈴
木　

光
子　

宮
川　
　

夏　

大
山　

夏
子

　
　
　
　

鷲　

ケ
イ
ジ　

伊
達　

公
子　

大
山
実
知
子

　
　
　
　

三
輪　

初
子　

吉
野　

敏
子　

石
川　

貞
夫

　
　
　
　

加
藤
千
恵
子　

関
戸　

信
治　

千
明　

素
子

　
　
　
　

長
谷
川
栄
子　

江
原　

玲
子　

鈴
木　

光
子

　
　
　
　

渡
部　

愛
子　

菊
池
ひ
ろ
こ　

猪
瀬　

尚
志

　
　
　
　

阿
部　

周
二　

山
口　

昭
義　

小
原　

澄
江

　
　
　
　

森
銅　

昭
夫　

遠
藤　

久
子　

匿
名

二
口　
　

遠
藤　

久
子　

伊
丹　

啓
子　

圓
山
二
幸
子

　
　
　
　

勝
山　

京
子　

馬
場　

佳
世　

中
村　

誓
子

　
　
　
　

佐
藤　

道
子　

匿
名

一
口　
　

一
井　

魁
仙　

平
北
ハ
ジ
ム　

山
地
春
眠
子

　
　
　
　

匿
名　

匿
名　

匿
名　

匿
名　

匿
名

　
　
　
　

匿
名　

匿
名　

匿
名　

匿
名　

匿
名

※
氏
名
の
重
複
は
複
数
の
寄
付
に
よ
る
た
め
。
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今
回
、感
染
者
の
状
況
を
見
て
無
事
句
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。二
十
四
名
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
基
地
つ
く
る
土
に
遺
骨
や
野
水
仙�

川
崎　

果
連�

２
束
ね
て
も
水
仙
向
き
を
変
え
た
が
る�
石
口　
　

榮�

３
人
間
を
遠
ざ
け
て
い
る
野
水
仙�
今
野　

龍
二�

４
級
長
の
君
が
遠
い
よ
水
仙
花�

赤
澤　

敬
子�

５
鏡
へ
と
迷
い
こ
む
母
年
女�

西
本　

明
未�

６
鏡
に
は
違
ふ
私
が
小
正
月�

長
谷
川
は
る
か�

７
紅
の
な
い
化
粧
に
慣
れ
て
初
鏡�

小
髙　

沙
羅�

（
以
下
順
不
同
）

ひ
っ
そ
り
と
割
れ
て
お
る
な
り
鏡
餅��

磯
部　

薫
子�

先
ず
眼
鏡
と
り
た
が
る
嬰
初
笑
い��

広
田　

輝
子�

肩
凝
り
や
鏡
の
中
に
雪
の
降
る�

櫻
木
美
保
子�

リ
ハ
ビ
リ
の
妻
ひ
ざ
ま
ず
き
水
仙
花��

安
藤　

利
亮�

晩
節
を
こ
よ
な
く
愛
し
雪
中
花�

宮
川　
　

夏�

毛
糸
編
む「
鏡
子
の
家
」に
こ
じ
ら
さ
れ�

相
沢　

幹
代�

初
鏡
ま
づ
抱
擁
を
映
し
け
り�

高
橋　

透
水�

白
水
仙
コ
サ
ッ
ク
兵
の
な
み
だ
受
け�

蓮
尾　

碩
才�

若
狭
に
は
名
刹
あ
ま
た
雪
中
花�

上
野　

英
一�

鈍
色
の
鎹
止
め
や
水
仙
花��

林　

ひ
と
み�

水
仙
の
さ
っ
ち
ゃ
ん
サ
チ
コ
け
ん
け
ん
ぱ�

松
田
ひ
ろ
む�

波
音
を
抱
く
群
れ
あ
り
野
水
仙�

江
原　

玲
子�

寒
四
郎
鏡
へ
息
を
吐
い
て
み
る�

見
目　

千
絵�

水
仙
や
皇
居
散
歩
の
良
き
日
和�

大
橋　

愛
子�

温
も
り
は
八
束
好
み
の
雪
中
花�

松
澤　

雅
世�

野
水
仙
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
歩
を
ゆ
る
め�

山
口　

紀
子�

俯
け
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
剣
士
水
仙
花�

白
石　

正
人�

　

今
回
も
自
由
に
意
見
を
交
換
し
合
え
る
と
て
も
楽

し
い
句
会
で
し
た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ど

う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。�

（
宮
川�

夏
記
）

編
集
後
記

▼
昨
年
七
月
に
予
定
し
て
い
た
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
摩
川

周
辺
吟
行
会
が
コ
ロ
ナ
感
染
の
大
波
に
当
り
中
止
に
な

っ
た
。
そ
の
リ
ベ
ン
ジ
が
本
年
七
月
に
行
わ
れ
る
。
詳

細
は
会
報
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
チ
ラ
シ
な
り
、

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
担
当
者
に
訊
い
て
く
だ
さ
い
。
▼
六
月

に
は
春
季
吟
行
会
、
八
月
に
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
吟
行
会
、
九

月
は
秋
季
吟
行
会
、
十
月
は
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
、
十
一
月
は

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
40
周
年
記
念
俳
句
大
会
以
降
、
吟
行

会
が
目
白
押
し
。
▼
き
っ
と
気
が
付
け
ば
ク
リ
ス
マ
ス
。

師
走
。
新
年
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
健
吟
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
火
星
）

第
三
十
一
回
高
田
馬
場
「
冬
」
句
会
報

　

令
和
五
年
一
月
十
日
（
火
）

　

兼
題
「
水
仙
・
雪
中
花
」・
席
題
「
鏡
」

広
報
部
・
編
集
室　

　

〒
150–

0013�

渋
谷
区
恵
比
寿

　
　

二
︱
三
三
︱
五
︱
二
〇
二　

中
内
火
星
方

TEL

・FAX　

〇
三
︱
三
四
四
〇
︱
四
四
七
九

Ｅ
メ
ー
ル　

ham
@
m
x3.ttcn.ne.jp

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
通
信
句
会

三
句
投
句
・
一
〇
〇
〇
円

六
月
二
十
日
締
切

榎
並
恵
那

TEL/FAX

：03-6324-2023

メ
ー
ル
：

enasan_1948.2.19@
kbh.biglobe.ne.jp

日　
　

時　
�

令
和
五
年
七
月
四
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
十
二
時
半
受
付
開
始

会　
　

費　

千
円

場　
　

所　

JR
高
田
馬
場
駅
前
Ｆ
Ｉ
ビ
ル
８
階

兼　
　

題　
「
万
緑
」

　
　
　
　
　
　

席
題
は
当
日
掲
示

句
会
内
容　

二
句
投
句
・互
選
六
句
内
一
句
特
選

参
加
申
込　

宮
川�

夏
（
定
員
二
十
八
名
）

　
　
　
　
　

℡
０
８
０
-３
４
５
２
-２
５
７
７

　
　
　
　
　

Fax
０
３
-３
３
３
９
-９
８
４
１

（
ご
自
分
の
氏
名
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）

高
田
馬
場
「
夏
」
句
会
の
ご
案
内


